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【実施内容】 

プログラムを留意・工夫した点 

 受講生に分かりやすくするために体験実験の前に，小さなものを見るための原理（電子顕微鏡）や身

近な貝がらなどを題材にした講義を行った．また，走査型電子顕微鏡観察については，「自分たちで合

成した試料は自分たちで観察する」をモットーに，2台の電子顕微鏡と 4台の光学顕微鏡を受講生が各

自で操作するようにした． 

 さらに，モノづくりの楽しさを実感してもらうために，ミニ実験として「チョコレートの中の粒」，

「PETの粒でオリジナルボールペンを作る」を平行して行い，できる限り身近な素材で親しみやすいよ

うに配慮した． 

 また，博士というと大学の教員しかいないイメージを持たれがちであるが，実際には会社で活躍する

博士も数多く存在する．このため，企業で活躍する博士（(株)クライム・ワークス，小出優一郎 氏)）

に外部講師として参加してもらい，「社会で活躍する博士研究者」という表題で講演をいただいた．こ

れにより，博士というものがより身近に感じられるように配慮した．さらに，修了式ではアカデミック

ドレスを着用して，将来の科学者へのイメージを持てるようにした． 

 実験で使用した器具（ビーカー，メスシリンダー，温度計，保護メガネ，白衣等）は実験終了後に持

ち帰れるようにし，自宅でも簡単な化学実験ができる体制を構築し，自主的な発展実験ができるように

配慮した．さらに，(公社)日本化学会と連携し，「化学だいすきくらぶ Newsletter」を配布し，自宅で

できる実験等についてのアナウンスを行った． 

 

当日のスケジュール 

 9:00～ 9:30 受付（駿河台校舎 2号館） 

 9:30～ 9:40 開講式（あいさつ，オリエンテーション） 

 9:40～ 9:50 科研費と本事業の説明 

 9:50～10:05 講義「社会で活躍する博士研究者（講師：小出優一郎）」 

10:05～10:25 講義「ミクロの世界をのぞいてみよう－小さな粒を見るためには－」 

10:25～10:35 休憩 

10:35～10:40実験室に移動，実験についての諸注意 

10:40～12:10 実験「いろいろな形の粒を作ってみよう」 

12:10～13:00 会議室にて昼食（お弁当） 



13:10～15:10 3班に分かれて電子顕微鏡観察とミニ実験（チョコレート・プラスチックの粒）を行う． 

15:10～15:20 休憩 

15:20～15:50 修了式（未来博士号授与，記念写真撮影） 

15:50～16:00 アンケート，質疑応答 

16:00 終了，解散 

 

実施の様子 

 粒の合成実験では塩化カルシウムと炭酸水素ナトリウムとを用い，天秤で精秤を行い，自分たちで水

溶液を調製した．この水溶液を混合させ炭酸カルシウムを沈殿させた後，室温と 50℃の 2つの系で熟

成を行い 2つの試料を得た．さらに，走査型電子顕微鏡によりこれらの形状にどのような違いがあるの

かを観察した． 

 また，結晶構造について理解させるため，チョコレートを例に挙げ，チョコレートの中の微結晶の配

列について説明をした後，実際に温度を変えて作成したチョコレートを試食しながら微構造と味との関

係を説明した．さらに，身近なプラスチックも粒を原料にしていることを説明し，PETの粒からオリジ

ナルボールペンを作製した． 

 

【講義風景】 

  

 開校式および実験の諸注意 クライム・ワークス(株)小出氏による講義 

 

【実験風景 ～いろいろな形の粒をつくってみよう～】 

  



  

 

【実験風景 ～電子顕微鏡観察～】 

  

 

【実験風景 ～チョコレートの粒～】 

 

 

【実験風景 ～PET の粒でボールペンをつくる～】 



  

 

【修了式】 

  

 

【事務局との協力体制】 

 事務局にはプログラムが円滑に実施できるように，委託費の管理と支出報告書の確認および振興会へ

の連絡調整等を行っていただいた．また，保険契約などの諸手続も対応いただいたほか，大学が夏季休

暇中の実施でもあったため，教室の確保・夏季休暇中の工事関連の調整についても連携を取りながら実

施準備を行った． 
 

【広報体制】 

 日本学術振興会のホームページの認知度が高まっており，受付開始後すぐに募集締め切りとなった．

このため，ポスター等を作成することができなかった． 
 

【安全体制】 

安全を配慮して，受講者全員に白衣および保護メガネを配布（将来の化学者になってもらうことを期

待して持ち帰り）して実験を行った．また，実験試薬についても無害な薬品を用いるだけでなく，反応

生成物，副生成物につても無害な系（今回は炭酸カルシウム，食塩）を設定した．さらに，火傷に配慮

して，反応温度は最大 50℃で実験を行った．また，夏季休暇中には実験棟の清掃作業が行われていた

が，事務局と事前打ち合わせにより清掃箇所の順番を変更してもらい，受講生に迷惑がかからないよう

に配慮した． 
 

【今後の発展性と課題】 

・前回，台風が直撃したことを受けて，1)事務局と事前打ち合わせができるように休日明けには実施し

ない（今回は火曜日），2)学食まで移動できない可能性も考えお弁当の手配をする，という配慮をした

ことにより，安心してプログラムを実施することができた．ただ，お弁当よりも以前の学食体験の方が

子供たちに好評であった感を受けたため，次回は学食体験を実施したい． 

・外部講師に会社から急な業務命令が入ってしまい，午前で退出することとなった．このため，午後の

プログラムで若干人員不足になったため，今後は外部講師の補助（アルバイト）を確保しておく必要あ



 

ると考える． 

・日本化学会と連携することで，受講生の知的好奇心を高める化学雑誌，グッズ（日本化学会クリアフ

ァイル）をいただいて配布することができた．今後も密に連携を取って，受講生の満足度を高めたい． 

 

【実施分担者】 

 伊掛 浩輝 理工学部・准教授 

 金子 剛大 理工学部・助手 

 

【実施協力者】      7 名 

 

【事務担当者】 

 真山 安枝 日本大学研究推進部・研究推進課 課長補佐 

 


